
自己組織化単分子膜上への血小板接着： 

接着数・接着形態と界面近傍水分子の振る舞いとの関連 
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1．緒言 

人工血管や人工心臓の様な血液と接触して機能する医療機器を構成する材料には、血栓形成による

機能低下を防ぐための抗血栓性(血液適合性: 抗血中タンパク質吸着・抗血小板接着特性)が求められる。

材料が血液と接触した際、血中タンパク質の材料表面への吸着によるタンパク質層の形成後、血小板

がタンパク質層に接着することによって血小板が活性化し、血栓形成が誘導される。しかし、材料表

面の物理化学的性質が血小板の接着・活性化にどの様な影響を及ぼすのかに関しては不明な点が多い。

自己組織化単分子膜(SAM)を用いた今までの研究から 1), 2)、オリゴエチレングリコール(OEG)末端を有

するチオール[HS-(CH2)11-(O-CH2-CH2)n-OH]の SAMでは SAM表面近傍に構造化した水分子の層が存在

し、それが SAM の抗タンパク質吸着特性にとって重要であることが判明している。だが、SAM 表面

近傍の水分子の構造が抗血小板接着特性にどの様に関与しているかは明らかになっていない。そこで、

本研究では OEG-SAM を含む種々の SAM 表面に対する血小板の接着数及び接着形態を調べ、SAM 表

面近傍の水分子の構造と抗血小板接着特性の間にどの様な関係があるのかを解明することを試みた。 

2．実験方法・結果・考察 

Au(111)基板を様々な末端基を持つチオール溶液に浸漬させて SAM を作製した後、SAM に対する血

小板の接着数と接着形態を走査型電子顕微鏡(SEM)で調べた。その結果、末端 EG ユニット数が n = 3

の EG3-SAM、双性イオン型のスルホベタイン末端チオール[SB: HS-(CH2)11-N
+
(CH3)2-(CH2)3-SO3

-
]の

SAM そして混成イオン型の MC-SAM[SA: HS-(CH2)11-SO3
-と TMA: HS-(CH2)11-N

+
(CH3)3の混成]では血

小板の接着及び接着による活性化がほとんど見られなかった(Fig. 1)。近年の研究から、EG3-OH
2)、SB

そして MC-SAM 表面近傍には

抗タンパク質吸着特性を有す

る厚さ約 3 nm の構造化した水

分子層が存在することが示さ

れている。以上より、我々は「表

面近傍に構造化した水分子層

を有する SAM は血液適合性を

示す」という結論に達した。 
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  Fig. 1 SEM images of adherent platelet on SAMs. 
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